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計量テキスト分析を用いた柔道整復師国家試験問題の研究
― 柔道整復学に着目して ―
要旨：本研究の目的は柔道整復師国家試験（以下：柔整国試）の頻出語とその共起関係について確認
し，今後の柔整国試対策に活かすこととした。第18回～第25回の柔道整復学の問題データを用いて，
計量テキスト分析を行った。分析の結果，頻出語と共起ネットワークの関係が明らかになった。考
察として，１，総論分野では，骨格系の知識を基盤とした思考力，２，骨折分野では，解剖学的知識
から，より具体的な損傷を想定した思考力，３，脱臼分野では好発する関節の脱転方向や合併症，固
定に関連する思考力，４，軟部組織損傷分野では，損傷を想定できる思考力が必要であると考えられ
た。カリキュラム改訂に伴い，座学の講義においても，臨床における問題解決能力を修得させる講義
内容の検討が必要であると考えられた。
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Ⅰ．研究の背景と目的
　近年の柔道整復師国家試験（以下：柔整国試）の合
格率は第24回（平成27年度）4,582/7,115名（64.4％），
第25回（平成28年度）4,274/6,727名（63.5％），第26
回（平成29年度）3,690/6,321名（58.4％）であり，合
格率は低下傾向にある。
　環太平洋大学健康科学科の柔整国試の合格率は第
24回（ 平 成27年 度 ）17/17名（100 ％）， 第25回（ 平
成28年度）33/34名（97.1％），第26回（平成29年度）
37/44名（84.1％）であった。柔道整復師養成校とし
て，柔整国試へ合格させることは重要な課題である。
合格率を上げるためには，出題数が最も多い柔道整復
学59/230問（25.7％）に着目し，柔整国試の分析と分
析結果を活かした国家試験対策が必要であると考えら
れる。
　柔道整復研修試験財団の柔道整復師国家試験改善検
討委員会の報告書１）によると2020年から総合的・基
本的な思考力や適切な判断力を評価する臨床実地問題
の数は現行の15問程度から20問程度に改められること
になっている。臨床能力を評価する臨床実地問題は，
一般問題に比べ臨床における問題解決能力がより必
要２）であることから，臨床実地問題増加に伴い，柔
整国試の合格率はさらに低下すると予想される。また
教科書が改訂され，柔道整復学・理論編４）の新教科
書は整復法，固定法，後療法は柔道整復学・実技編５）
を参照することとなっている。このことから座学の講
義においても実技の教科書を活用し，実際の臨床を想
定した教育が必要であると考えられる。OECD生徒の
学習到達度調査３）では「問題解決能力とは，解決の
道筋が瞬時に明白ではなく，応用可能と思われるリテ
ラシー領域またはカリキュラム領域が数学，科学また
は読解の単一の領域だけには存在していない，現実の
領域横断的な状況に直面した場合に，認知プロセスを
用いて，問題に対処し，解決することができる能力の
ことである」と定義している。問題解決能力を向上さ
せる教育の試みとして，先行研究では理学療法士の臨
床実習においてフレームワークの使用法を検討した研
究９）や同一科目を対象とした，アクティブラーニン
グ授業の効果検証11）などがみられるが，効果ははっ
きりとしていない。柔整国試の合格率を向上させ，臨
床における問題解決能力を向上させるためにも，新た
な教育方法の検討が必要であると考える。
　先行研究では看護師国家試験において計量テキ
スト分析（テキストマイニング）を用いた分析が
行われている８）。柔整国試の先行研究では，田辺ら
（2015）が外傷別に問題数を調査した文献や10），松本
ら（2018）が必修問題の出題数を調査した文献14），服
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部ら（2016）が柔道整復理論の一般問題の出題分析し
た文献12）など，柔道整復学の国家試験分野における
文献は複数確認できた。しかし，フリーソフトウェア
KH Coder3を用いて，計量テキスト分析を行い，頻出
語とその共起関係について，分析した文献や，分析結
果を元に国家試験対策の具体的な手法について検討し
た文献は見当たらなかった。
　そこで本研究の目的は，柔整国試柔道整復学分野に
おいて問題の頻出語とその共起関係について，出題傾
向を確認するため，計量テキスト分析を行い，分析し
たデータを活用し，今後の柔整国試対策について検討
することとした。
Ⅱ．方法
　有限会社ラウンドフラットが提供する「宅ドリ
ル便for柔整」を使用し，第18回～第25回柔道整復
師国家試験で柔道整復学分野の468問の問題データ
を Microsoft® Excel®に ①「 総 論 分 野 」110問， ②
「骨折分野」170問，③「脱臼分野」79問，④「軟部組
織損傷分野」109問に分類して入力を行い，入力した
データをフリーソフトウェアKH Coderに読み込ませ，
計量テキスト分析を実施した。分析の準備として，読
み込ませたデータを語の取捨選択機能を用いずに，形
態素解析を実施し，分析結果を確認した。その結果，
複数の語が分割されて抽出されていること（例：上腕
骨顆上骨折が「上」，「腕骨」，「顆」，「上」，「骨折」）
が確認できたため，語の取捨選択機能を用いて，形態
素分析を実施することとした。強制的に抽出する語の
基準として，１）出題基準に記載のある語６），２）教
科書３）に記載のある語を条件とした。強制的に抽出
しない語は問題を構成する上で頻出し，かつ共起関係
に影響しないと判断した「正しい」，「誤る」，「選べ」，
「組合せ」，「右」，「左」，「行う」，「場合」，「考える」
の９語を指定し，共起ネットワークにて分析を実施し
た。分析の設定として，各分野とも描画する共起関係
の設定値を上位60に設定し，共起ネットワークの図を
作成した。共起ネットワークは大きい＝出現回数が多
い，線で繋がっている＝共起関係がある，線が太い＝
強い共起関係があるとされている13）。
Ⅲ．結果
１．総論分野分析結果
①　総論分野頻出語抽出結果
　総論分野110問の頻出語について，上位10番目まで
を表１に示した。表１では骨折，関節，骨など骨格系
に関する語が頻出語で上位に抽出された。４番以下は
固定，整復，脱臼，転位，牽引，損傷，障害の順で抽
出された。
表１　総論分野頻出語抽出結果
頻出語 出現回数
１ 骨折 56
２ 関節 46
３ 骨 35
４ 固定 29
５ 整復 26
６ 脱臼 24
７ 転位 19
８ 牽引 14
９ 損傷 13
10 障害 12
②　総論分野共起ネットワーク分析結果
　総論分野の共起ネットワーク分析結果について，図
１に示した。図１を詳細にみると「歳」を中心に共起
ネットワークが広がっていた。「歳」と共起関係がみ
られた語は「患者」，「肩」，「運動」，「可動」，「屈曲」，
「膝」，「痛み」，「障害」，「疼痛」，「肘」，「生じる」，
「介達」，「認める」，「筋」であった。これらの語から，
発生機序や症状，転位，後遺症に関する幅広い繋がり
が確認できた。
図１　総論分野共起ネットワーク分析結果
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２．骨折分野分析結果
①　骨折分野頻出語抽出結果
　骨折分野170問の頻出語について，上位10番目まで
を表２に示した。表２では骨，骨折，関節が上位３番
に抽出され，順序は異なるが，総論の上位３番と同一
の語が抽出された。それ以外の語も順序は異なるが，
固定，転位，損傷が総論分野でも頻出語で抽出されて
おり，頻出語の傾向が似ていた。骨折分野の頻出語の
特徴として５番以下は転位や変形など，外観の状態変
化に関与する語が抽出された。
表２　骨折分野頻出語抽出結果
頻出語 出現回数
１ 骨 85
２ 骨折 81
３ 関節 56
４ 固定 50
５ 転位 39
６ 手 38
７ 多い 36
８ 屈曲 33
９ 変形 33
10 損傷 29
②　骨折分野共起ネットワーク分析結果
　骨折分野の共起ネットワーク分析結果について，図
２に示した。図２では総論分野と同様に「歳」と共起
する語が多くみられた。「歳」と共起関係がみられた
語は「受傷」，「認める」，「腫脹」，「疼痛」，「強制」，
「来所」，「運動」，「男性」，「示す」，「指」，「屈曲」で
あった。さらに，これらの語は固定や合併症，転位，
固定に関する語と共起関係がみられた。
３．脱臼分野分析結果
①　脱臼分野頻出語抽出結果
　脱臼分野79問の頻出語について，上位10番目までを
表３に示した。表３では上位に脱臼，関節，整復が抽
出された。４番以下は前方，頭，後方の順で抽出さ
れ，骨頭の脱転方向に関する語が抽出された。
表３　脱臼分野頻出語抽出結果
頻出語 出現回数
１ 脱臼 103
２ 関節  40
３ 整復  30
４ 前方  24
５ 頭  23
６ 後方  21
７ 多い  21
８ 屈曲  20
９ 損傷  20
10 肩関節  19
②　脱臼分野共起ネットワーク分析結果
　脱臼分野の共起ネットワーク分析結果について図３
に示した。図３では総論分野や骨折分野と同様に歳と
共起する語が多くみられた。「歳」と共起関係がみら
れた語は「男性」，「転倒」，「鎖骨」，「来所」，「外転」，
「運動」，「制限」，「感覚」であった。さらに，これら
の語は脱臼が好発する関節や合併症に関する語と繋が
りがみられた。
図２　骨折分野共起ネットワーク分析結果
図３　脱臼分野共起ネットワーク分析結果
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４．軟部組織損傷分野分析結果
①　軟部組織損傷分野頻出語抽出結果
　軟部組織損傷分野109問の頻出語について上位10番
目までを表４に示した。表４では上位に損傷，テス
ト，歳が抽出された。４番以下は疼痛，圧痛など痛み
に関する語が抽出された。
表４　軟部組織損傷分野頻出語抽出結果
頻出語 出現回数
１ 損傷 49
２ テスト 46
３ 歳 43
４ 疼痛 40
５ 前 31
６ 障害 30
７ 来所 29
８ 運動 28
９ 圧痛 27
10 足関節 27
②　軟部組織損傷分野共起ネットワーク分析結果
　軟部組織損傷分野の共起ネットワーク分析結果につ
いて図４に示した。図４では圧痛，疼痛，痛みと共起
する語が多く見られた。図４を詳細にみると，痛みや
疼痛は出現，訴える，増強，感じるなど患者の感覚に
関する語と共起関係がみられた。圧痛は認める，部
位，示すなど施術者側の所見に関する語と共起関係が
みられた。
Ⅳ．考察
１．総論分野
　総論分野の頻出語は骨格系に関す語が上位に抽出さ
れていた（表１）。図１の共起ネットワークでは「歳」
を中心に共起ネットワークが広がり，発生機序や症
状，転位，後遺症に関する幅広い繋がりがみられた。
これらのことから，頻出語では骨格系の解剖学的知識
が必要と考えられ，共起ネットワークでは「歳」を中
心に多くの語の繋がりがみられた。このことから，総
論分野では頻出する骨格系の解剖学的知識を基盤に年
齢から考えられる発生機序や症状，後遺症などを結び
付ける思考力が求められていると考えられた。
２．骨折分野
　骨折分野の頻出語は，総論と傾向が似ていた（表
２）。総論分野との違いは，転位や変形など外観に関
する語が頻出語に抽出され，６番目に手，と具体的な
部位が抽出された。骨折分野の頻出語から総論で必要
な骨格系の解剖学的知識に加えて，転位や変形などの
語がみられることから，異常の状態についての理解も
必要と考えられた。問われる部位は，手に関する設問
が多い傾向にあった。共起ネットワークにおいても，
総論分野と同様に「歳」と共起する語が多くみられた
（図２）。骨折分野の「歳」と共起する語も総論と傾向
が似ていたが，語の繋がりは転位に直接関与する筋や
骨折する場所，固定や関節の肢位を表す語と繋がり
がみられた。このことから，骨折分野では解剖学的知
識から，骨折の転位や転位に関与する筋，固定肢位な
ど，総論と比べ，より具体的な損傷を想定した思考力
が求められていると考えられた。
３．脱臼分野
　脱臼分野の頻出語は，脱臼や整復，骨頭の脱転方向
に関する語が抽出された（表３）。脱臼分野の頻出語
から，脱臼の整復に関する知識や骨頭の脱転方向に関
する知識が必要と考えられた。共起ネットワークで
は，総論分野や骨折分野と同様に「歳」と共起する語
が多くみられた（図３）。共起ネットワークの広がり
は脱臼が発生する関節や合併症，転位，固定に関する
語と繋がりがみられた。これらのことから，脱臼分野
では脱臼が好発する関節の脱転方向や合併症，固定に
関連する思考力が求められていると考えられた。
図４　軟部組織損傷分野共起ネットワーク分析結果
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４．軟部組織損傷分野
　軟部組織損傷分野の頻出語は損傷，テスト，歳が上
位に抽出され，４番以下は痛みに関する語が抽出され
た（表４）。共起ネットワークでは圧痛，疼痛，痛み
と共起する語が多く見られた（図４）。これらのこと
から，軟部組織損傷分野では，患者の訴える痛みから
損傷を想定できる思考力やテストの所見から損傷を想
定できる思考力が求められていると考えられた。
５．総合的な考察
　本研究により，各分野において，頻出語と共起関係
が明らかになり，各分野において求められる思考力の
傾向を確認することができた。計量テキスト分析に
よって，各分野における頻出語が明らかになり，共起
ネットワークによって，語と語の共起関係が明らかに
なった。問題解決能力とは，「問題解決の道筋が瞬時
には明白ではなく，応用可能と思われるリテラシー領
域あるいはカリキュラム領域が数学，科学，または読
解のうちの単一の領域だけには存在していない，現
実の領域横断的な状況に直面した場合に，認知プロセ
スを用いて，問題に対処し，解決することができる能
力である３）」ことから，共起ネットワークで明らかに
なった，語の共起関係を学生にイメージさせ，問題に
対処し，解決することができる能力を向上させる必要
がある。カリキュラム改訂に伴い，柔道整復学・理論
編の新教科書は整復法，固定法，後療法について，柔
道整復学・実技編を参照することが多くなっている。
今後の教育方法の課題として，座学の講義において
も，問題解決能力を修得させるための講義が必要に
なってくると考えらえる。
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